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メランジュ中の非対称変形組織

一四万十帯における例一

狩野謙一＊・竹内真司＝・中路正弥＝＊

Asymmetricalmelangefabrics：

examplesfromtheShimantoBelt，

SouthwestJapan

Ken－ichiKANO■，ShinjiTAKEUCHIH and MasayaNAKAJI…

Melangesin the Shimanto Belt of SouthwestJapan often exhibit compositepla－

nar fabrics on meso－and microscoplC SCales with distinct monoclinic symmetry．

They are characterized by block－in－matrixfabricsincludingscaly foliationsin

mudstone matrices andasymmetriclensoidaland／Orellipsoidalclastsofsandstone

which were generated bylayer－parallelextention．These fabrics have close resem－

blancein geometry with foliated fault rocks．Another remarkable fabricis the

imbricated stacks oflensoidal sandstone clasts formlng meSOSCOpic duplexes by

layer parallelcontraction．These extentionaland contractionalfabricswereformed

during a progressive non－COaXial deformation，and provide excellent kinematic

indicators of shear sense．

Key words：Shimanto Belt，melange，aSymmetrical fabric，block－in－matrix fabric，

duplex，Shear sense criteria．

は　じ　め　に

勇断変形に伴って岩石中に非対称的な変形組織

が形成されることは古くから知られていた．この

ような非対称変形組織の重要性は，最近10年間

にマイロナイトを主体とする延性勢断帯の断層岩

中で認識されるようになってきた（BERTH孟　ef

al．，1979；LISTER＆SNOKE，1984；WHIT瓦etal．，

1986；など）．Random－fabricであることが特徴

の一つとされてきたカタクラサイトを主体とする

脆性努断帯の断層岩中にも，同様な非対称組織が

最近5年間に続々と兄いだされてきた（RUTTER

et al．，1986；CHESTER＆LoGAN，1987；KANO

＆SATO，1988；など）．また，勇断変形実験によっ

ても類似した組織が形成されることが明らかにさ

れている（RUTTER et al．，1986；HANMER，198

6；SHIMAMOTO，1989；など）．

近年，付加体に特徴的に分布するメランジュの

内部にも前述した断層岩中の組織と類似した非対

称的な変形組織が発達することが明らかになって
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きた（NEIミDHAM，1987；FISHER＆BYRNE，1987；

HAMMOND，1987；WALl〕RONet al．，1988；FImG－

UssoN etal．，1990；など）．日本各地のメランジュ

帯においても，このような組織が存在することが

報告されている．たとえば，美濃一丹波帯では木

村（1989），NAKAR（19淡））など，秩父帯では石田

（1989）など，四万十帯ではNEEDHAM＆MACK＿

F：NZIE（1988），MACKENZ柑　et al．，（1987），

TAIRA eとαZ．（1988），木村・向井（1989）など

である．このような組織はメランジュの変形様式

を推定する上で重要であり，また努断センスを判

定するための有力な道具ともなる．

我々は前報（KANO efαJ．，1991）において，

赤石山地南部の四万十帯犬居層群のメランジュ中

に発達する中視（mesoscopic）的規模の非対称変

形組織の好例を示し，その意義を論じた．本論で

は前報に引き続いて，赤石山地南部，関東山地南

部，四国東部，九州東部等の四万十帯（Fig．1）で，

今までに兄いだした非対称変形組織の好例を紹介

する．四万十帯に比べられることの多い南西アラ

スカ，コディアック島（Fig．1；調査範囲につい

ては竹内・狩野（1991）の図9も参照）の最上部

白亜系～古第三系にみられた例についても紹介す

る．なお竹内・狩野（1991）でも，いくつかの非

対称組織の例が示されている．あわせて参照され

たい．

非対称変形組織の形態的特徴

展張によるbIock－in－matrix組織

もともとは砂岩泥岩互層を主体とする地層の層

理が引き千切られて，泥質基質中に大小の砂岩岩

塊が散在するような形態をもっ，地層に平行な

“展張”（1ayer－parallel extention）によって形

成されるblock－in－matrix fabric（SILVER　＆

BEUTNER，1980）は，世界各地のメランジュに共

通して見られる特徴である（CowAN，1985；など）．

このblock－in－matrix fabricが発達する赤石山

地南部の犬居層群中のメランジュから多数の非対

称変形組織が見出だされた（KANOe亡αJ．，1991）．

この組織を多くの露頭，研磨面および薄片観察に

基づいて模式的に措いたのがFig．2である．この

図で示した組織が，以下（Platel～4）に紹介

する各地の非対称組織をもっメランジュを代表す

るものとみなすことができる．

メランジュ中の非対称組織は泥質基質中に発達

する鱗片状勢開面に直交するある方向の露頭面上

Fig．1．1ndex map showing thelocations of the study areas and the strata referredin the text．



メランジュ中の非対称変形組織

で観察される．非対称組織が顕著にあらわれる面

と直交する方向の露頭面では非対称性は明瞭では

ない．したがって，この非対称組織は，厳密にい

えば単斜対称（monoclinicsymmetry）形をもっ

組織といえる．この組織は前述したように脆性・

延性勇断帯の断層岩の組織と形態的にきわめて類

NOT TO SCAL［

Fig．2．Threedimensionalschematicillustration

Showing the typICal features of asymmetrical

melange fabrics of the Shimanto Belt，based

On the observations of many examples on

meso－and microscopIC SCales．

似している．したがって断層岩で用いられている

記載用語（LTSTER＆SNOKE，1984；RuTTER et

αJ．，1986；など）を使用するのが便利である．

非対称組織をもっメランジュの基質を構成する

泥質岩には様々な程度に鱗片状努開（scalycleav－

age or foliation）が発達し，努開面は磨かれ光

沢を有していることが多い．この磨かれた面上に

はスリッケンラインが認められることもある．鱗

片状勢閲には2つの卓越した方向が認められる．

それらのうちの一つは，泥質基質中に散在する砂

岩岩塊の全体的な配列にほぼ平行に発達する努閲

である．比較的連続性の良い砂岩層が保存されて

いる場合には，この努開面は層理面とほぼ平行な
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ので，もともとの層理面に規制されて形成された

努開面と思われる．この面は延性勢断帯のC面ま

たは脆性勇断帯のY面に相当する．以下，これを

便宜的にC面とよぶ．もう一つは，C面と最大

300程度で斜交し，レンズ状や菱形状になった個々

の岩塊の長軸の配列を規制している努開面である．

この面は延性勇断帯のS面または脆性勇断帯のP

面に相当する．以下，これを便宜的にS面とよぶ．

C面に対してS面と反対方向に低角度に斜交し，

数cm～1m間隔程度で努断面が発達することが

ある．この努断面はC面を基準とすると正断層的

な変位センスを有する．この面は延性勇断帯のシ

アーバンドまたは脆性勇断帯のRI Riedelshear

面に相当する．以下，これを便宜的にRl面とよ

ぶ．S面やC面を構成する鱗片状努閑はこのRl

面に引き摺られて，シグモイダルに屈曲している

のが認められる．

レンズ状や菱形状の砂岩岩塊はC面やRl面に

沿って小岩塊に破砕されて，非対称的な尾を引く

ような形態をもっことがある．また流動変形によっ

て岩塊が非対称的な尾を引くこともある．鏡下で

は石英粒子などに非対称的なpressure shadowが

形成されることがある（竹内・狩野，1991）．

基質および砂岩岩塊には幅数cm以下の石英や

方解石の脈が様々な方向に発達するが，一般には

努閑と平行または直交して入るものが多い．努閑

と平行に入る石英脈には努開面上のスリッケンラ

インの方向にのびる繊維状の組織をもっことがあ

る．

多くの場合，以上に述べた構造要素のすべてか，

大部分が共存してメランジュ中の非対称組織を構

成している．マイロナイトと同様に，非対称組織

の発達の程度，非対称性の明瞭度には地域差が認

められる．この組織の発達の程度は基質中の鱗片

状勢閑の発達の程度と相関しているように思われ

る．すなわち犬居層群以外にも鱗片状努閑がよく

発達する九州東部の槙峰層，神門層などには上記

の非対称組織が頻繁に認められる．一方，努閲が

弱い赤石山地の白根層群，三倉層群，紀伊半島紀

伊長島地域の策等程遠（田辺，1991MS），四国東

部の牟岐および赤松ユニット（木村・向井，1989）
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では顕著には発達しない．コディアック島北東海

岸部のseaward beltのコディアック層およびゴー

ストロックス層のメランジュでも，このような組

織はほとんど認められない．ただし，より南西方

のJap Bay地域のゴーストロックス層には同様

な非対称組織が認められている（FISⅢ王R　＆

BYRNE，1987；TimBYRNEの談話）．

圧縮によるデュープレックス状組織

デュープレックス（duplex）構造とは衝上断層

が発達する地帯でしばしば認められる構造で，上

下に重なった2つの衝上断層（上側のものをroor

thrust，下側のものをfloorthrustと呼ぶ）の間

に，より小規模な衝上断層によって境されたブロッ

ク（ホース）（horse）が覆瓦状に配列しているも

のをいう（BoYER＆ELLIOTT，1982；村田，1988；

など）．この構造はblock－in－matrix fabricとは

逆に層平行圧縮（1ayer－parallel contraction）

によって形成される．デュープレックス構造は，

沈み込み初期段階においてデコルマよりも下位に

ある海溝充填堆積物が，プレートの沈み込みに伴っ

て地下深部に運ばれ，大陸斜面下底に付加（底付

け）される際に生じる特徴的な構造として近年注

目されている（SAMPI」E＆FISHER，1986；SAMPLE

＆MooRE，1987；NEEDHAM　＆MACKENZIE，

1988；など）．

九州南部の四万十帯では，村田（1991）によっ

て地質図規模の内ノ八重デュープレックスが確認

されている．九州東部や四国東部においても，海

洋底地殻とその上に重なる堆積物がデュープレッ

クス構造を作りながら底付けされたとの指摘

（NEEDrIAM＆MACKENZIE，1988；MACKENZIE

gfαJ．，1987；木村・向井，1989）がなされてい

る．しかしながら，これらの地域ではroofthrust

が確認されておらず，比較的浅部でoffscraping

された堆陵物が作る扇状覆瓦構造（imbricatefan）

との区別が不明瞭である．もし，デュープレック

ス構造が付加体に特徴的な構造ならば，様々な規

模でこのような構造が観察される可能性が大きい．

実際赤石山地の犬居層群中には，前述したblock－

in－matrix fabricをもつメランジュ中に中視的規

模のデュープレックス構造がしばしば認められる

（KANO et al．，1991）．またAGAR（1990）は四

国西部において小規模な例を紹介している．

我々の観察したデュープレックス構造は，周囲

をメランジュに取り囲まれた層理の破壊が進行し

ていないタービダイト層中に認められた．その数

例をPlate5に示す．これらのデュープレックス

構造は形態的な特徴からみて，ホースを境する小

規模な衝上断層の変位童が，ホースの長さよりも

少ない後背地傾斜デュープレックス（hinterland－

dipping duplex）（BoYER＆El，LIOTT，1982；村

田，1988）である．一つのデュープレックスの長

さは数mに達し，rOOfthruStとfloor thrustと

の最大間隔は1m程度である．各ホースはレンズ

状の形態をとり，その長さは10cm～数m程度で，

厚さは数cm～10数cmに達する．ホースの厚さ

はタービダイトの単層の厚さに規制されており，

各ホースを作る面の一部は層理面，残りの部分は

層理面を低角に切る破断面である．ホースの両端

付近はroofthrustとfloorthrustによって引き

摺られて，非対称形に屈曲している．ただし，一

つのデュープレックスを構成するホースのすべて

がもともと一枚の地層を起源としている保障はな

く，複数の層が一つのホースを作ることもあると

考えられる．また，何枚の層が一つのデュープレッ

クスを作っているかを判断することは難かしい．

ホースを境する断層とroofthruStまたはfloor

thrustとのなす角は最大400　程度である．デュー

プレックスの一部には衝上断層帯に特徴的なflaL

ramp－flat構造が保存されている場合がある

（KANOetal．（1991）のFig．8A）．

非対称組織の形成のための遺構環境

これらの非対称組織が形成されるためには，メ

ランジュの形成中に層平行勇断（layerparallel

shear）による非同軸変形が生じることが必要条

件である．block－in一matrix fabric中の展張的な

非対称組織が形成される際には，PLATT＆VISSER

（1980）やNREl〕1－1AM（1987）が示したように，

リーデル勢断面を利用した層平行勇断による層理

の破壊と回転が重要な要素であろう．また，層平
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行勇断に伴うpressure shadow部の形成とも密接

に関係している．この非対称変形組織は露頭規模

での発達状態から見るとpressuresolutioncleav－

ageである鱗片状勢開（竹内・狩野，1991）の発

達と関連しているようである．しかしながら，in－

dependent particulate flow，CataClastic flow，

diffusional mass transfer，CryStal plasticity

（KNIPE，1989）のいずれの変形様式下において

もこのような非対称組織が生じている（竹内・狩

野，1991）．

また犬居層群の例で示されるように，同一のメ

ランジュ中にはblock－in－matrix fabricで代表さ

れる展張構造とデュープレックスで代表される圧

縮構造の両者が共存している．このことは，メラ

ンジュ内の勢断歪みがきわめて不均質であること

を示している．

メランジュの成因を考察する際には非対称変形

組織が顕著な方向性をもっか否かが指榛の一つと

なる（ORANGE，1990；BRANDON，1989；など）．

もし一方向に顕著な指向性をもっ非対称組織が広

域的に発達する場合にはテクトニックメランジュ

である可能性が強い．オリストストローム起源の

展張型メランジュには，非同軸変形による顕著な

指向性をもつ組織は発達しない場合がある

（CowAN，1985；BRAN二DON，1989）．一方ダイア

ピリックメランジュでは，同一メランジュ体内に

逆センスを示すものが場所ごとに分散して表れる

のが特徴である（ORANGE，19∝））．非対称組織

がもっ指向性については，メランジュの成因論と

も密接に関連しているので，変形様式とあわせて

検討していく必要があろう．

非対称変形組織を用いたスリップ方位の解析

スリップ方位の解析方法

前述したようにメランジュ内の非対称変形組織

の存在は，メランジュ形成中に非同軸変形が生じ

た有力な証拠となる．したがって，この組織を利

用してスリップ方位を求めることが出来る．露頭

規模の組織はその場で計測処理ができるので特に

有力である．個々の露頭における非対称組織から
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三二二二一∴二一

Fig．3．Schematic figure showing how to

Obtain the slip－direction．

のスリップ方位の求め方は以下の通りである

（Fig．3）．

（1）メランジュ中の砂岩岩塊の全体的な配列方向，

またはこれと平行する鱗片状勢開面（C面）の方

向を計測する．この方向は前述したようにオリジ

ナルな層理面にはぼ平行である．

（2）以下の構造要素のうち，明瞭でかっ計測が最

も容易なものの方向を求める．露頭状況によって

は計測が困難な構造要素がある．

①　鱗片状努開面上のスリッケンライン．

②（1）で計測した面に斜交する非対称岩塊の長

辺，またはそれにはぼ平行に発達する鱗片状

勢開面（S面），またはRl面

③　非対称の形態を有する岩塊の非対称軸，す

なわちpinchまたはswellaxis

（3）以上の計測結果をステレオネット上で処理し，

個々の露頭でのスリップ方位を求める．（Dの場合

は，直接スリップ方位が求められる．（卦の場合は，

（1）で計測したC面の交線（intersectionlineation）

を求め，それと直交するC面上の方向がスリップ

方位となる．③の場合は，それと直交するC面上

の方向がスリップ方位となる．

なおNAKAE（1990）は丹波帯のメランジュに

おいて，斜交する二方向の鱗片状努開面の交線か

ら勇断方向を求めている．

デュープレックス構造の場合はfloor thrustと

roof thruStの交線の方向をステレオネット上で

求める．または，ホースを境する断層とrloor

thruStまたはroof thrustとの交線を求め，それ

と直交する方向がスリップ方位になる．
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以上から得た生データを，古流向や古地磁気方

位を求めるのと同様にして，調査地域の特性に応

じて構造形成の順序を考慮し，摺曲軸のプランジ

補正などの補正を施してやればよい．

コディアック付加体の変形時相の解析や現在の

付加体のデコルマ面から得られたボーリングコア

の解析などから，メランジュ中のblock－in－matrix

fabricは，変形の比較的初期段階において地層が

緩傾斜の時期に形成された可能性が強い（BYRNE，

1984；MooRE et al．，1986；FISllER＆BYRNE，

1987；BE1－1RMANefα7．，1988；など）．現在の

ように急傾斜になるのは，その後の付加体形成に

伴う剥ぎ取り・底付け作用による傾動が大きな影

響を与えているものと考えられる．block－in－

matrix fabricの形成時に，例えば地層が300程

度の傾斜で生じた努断であったとしても，水平時

に形成されたとして補正した後のスリップ方位に

は，補正前と比べて50　以下の走向の誤差しか生

じない．そして，地層が緩傾斜になるはどこの補

正誤差は少なくなる．実際には地層の傾斜がどの

程度の段階で生じた変形かを判断することは困難

なので，数度の違いを問題にした議論をしないか

ぎりは，一律に水平に戻して比較検討をしてみる

のが一つの手順と考えられる．デュープレックス

についても同様である．

いずれにしても得られたスリップ方位について

広域的な意味付けをするには，古流向解析や小断

層解析と同様に，できるだけ多くの露頭で採取さ

れた多量のデータを統計的に扱う必要がある．こ

の際，衝上断層帯に伴われる1ateralrampや

backthruStなどが与えるスリップ方位の乱れな

どにも注意しておく必要があろう．露頭でのデー

タを多数扱った場合には，変形様式の解析が厳密

にはできにくいので，異なるステージで形成され

た非対称構造に基づくスリップ方位の総和をみて

いることになる．これらをふまえながら地域の特

性を認識することによって，広域テクトニクスと

の関連で議論ができるようになる．

四万十帯メランジュでのスリップ方位の解析

赤石山地南部の犬居層群

赤石山地南部の大井川中流域（奥大井地域）お

よび気田川とその支流域（気田地域）に分布する

最上部白亜系～下部古第三系の犬居層群気田川層

はメランジュを主体とする地層で，見かけの層厚

は約300Omに達する（竹内・狩野，本号）．この

メランジュ中のblock－in－matrixfabricおよび中

視的規模のデュープレックス構造と，それらを用

いたメランジュ形成時のスリップ方位の解析につ

いてはKANOeとαJ．（1991）で詳しく紹介された．

その結果として，非対称変形組織によるスリップ

方位には左横ずれ逆断層センスを示す顕著な指向

性が存在する．個々の露頭での計測結果を，この

地域の摺曲軸あるいは覆瓦状構造の軸を水平とし，

地層の一般走向に個々の露頭の走向を鉛直軸で回

Fig．4．　Sliprdirection of the melangein the

Inui Group（KANO et al．，1991；this study）
and the motion of the Pacific Plate relative

to the Eurasian Plate during thelatest

Cretaceous to Paleocene（ENGEB王iETSON et al．，

1985；MARUYAMA＆SENO，1986）．（Modifiedfrom

HAYASHIDAelal．（1988））　MTL：MedianTecto－

nic Ljne．
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転させた後，その一般走向を軸として地層を水平

に戻す補正を行なった．その結果，スリップ方位

は現在の地層の走向を基準とすると，奥大井地域

ではその走向に対して約600，気田地域では約550

半時計まわりに斜交し，南方への衝上センスを示

した．そしてこのメランジュは，白亜紀最末期か

ら古第三紀初期におけるユーラシアプレートに対

する太平洋プレートの左斜め沈み込み（ENGEBIモー

ETSONetal．，1985；MARUYAMA＆Sl】NO，1986；

HAYASⅢDA et al．，1988）を反映して形成された

テクトニックメランジュであると解釈された．こ

の結果はFig．4のようにまとめられる．

気田地域の犬居層群について，引き続いて調査

を行なった結果，さらに28地点でスリップ方位の

データが追加された（Fig．5）．それに基づいて

前回（KANO eとαZ．，1991）と同様の補正を行なっ

た．その結果得られたスリップ方位の平均値は

S7±100　Eを示す（Fig．5）．したがって前述し

た一般走向からの斜交角度は約630に修正される．

関東山地南部の小伏層

関東山地南部に分布する小仏層群の小伏層（酒

井，1987）は，整然とした泥岩層とblock－in－matrix

fabricで特徴づけられるメランジュを主体とする

地層である．この小伏層は北側に分布する整然と

したタービダイト層よりなる　Campanianの盆堀

川層と，南側に分布する砂岩，泥岩を主体とする

古第三系～下部中新続の相模湖層群にはさまれる．

本層からは化石が産出していない．西方に分布し

木屑に相当する増富層群の岩相と時代（高橋はか，

1989；鎌田はか，1991），および四万十帯におけ

る構造的な位置からみて，本層は赤石山地の犬居

層群に対比される．さらに調査地域の小伏層は泥

岩に富み，酸性凝灰岩が見られない．これらの特

徴から，犬居層群の中でも南東側に分布する地層

（竹内・狩野（1991）の長尾川層）に対比できる‥

ただし，WATANABE＆ⅠIJIMA（1989）は，この

小伏層をより南方に分布する中新世の化石を産す

る地層より上位の地層とみなし中新統下部として

いる．

OGAWAetal．（1988）は，この地層中のblockL
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in－matrixfabricはレンズ槽曲作用に伴うテクト

ニックレンズと解釈している．しかしながら，そ

の組織は断層岩の組織ときわめて類似している

（たとえばPlate2C）．したがって，犬居層群の

場合と同様にその大部分はテクトニックメランジュ

の可能性が大きい．小伏層の分布地域南部の葛野

川周辺における地質スケッチマップと22地点の

露頭で得られたスリップ方位，および犬居層群と

全く同様な補正を行なった後のスリップ方位とそ

の集計結果をFig．6に示した．なお本地域の地

層の一般走向はN800Eである．データ数は犬居

層群に比べて少ないが，犬居層群と同様に左横ず

れ逆断層センスを示すものが多い．すなわち，も

し本層と犬居層群との対比が正しいとすると，両

層の現在の走向を同一方向になるように回転させ

れば，ほぼ同方向のスリップ方位を示すことにな

る．このことは四万十帯の基本構造が形成した後

の赤石・関東両山地の基盤岩のフォッサマグナ形

成に伴った回転運動（MATSUDA，1978；など）

の存在を裏付けることにもなる．

九州東部の槙峰・神門層

九州東部には延岡構造線を挟んで，上部白亜系

の槙峰層と古第三系の神門層が分布している（今

井ほか，1982；など）．これら両層中にはblock－

in－matrixfabricで特徴づけられるメランジュが

発達している．このうち槙峰層は，緑色片岩相の

変成作用を受け，地下深部での底付け作用によっ

て形成された大規模なデュープレックス構造をも

つと考えられている（NEEDIIAM＆MACKENZIE，

1988；MACKENZ川efα7．，1987）．槙峰層，神門

層中のメランジュにも非対称な変形組織がしばし

ば認められる（Plate3，4）．ただし犬居層群に比

べると，両層とも変成作用の影響で，固結度が高

く努関にそっての剥離性が弱いので，露頭での計

測が困難な場合が多い．NEEDHAM＆MACKENZIE

（19鎚）およびMACKENZ柑E e　αJ．（1987）は中視

～微視的規模の組織の観察に基づき，槙峰層は北

西から南東に向かう衝上断層のセンスをもっ努断

を受けたとした．一方，CIIA】モVETe　αH1990）

は微視的規模の組織の観察に基づき，初期の変形
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Fig・6．GeologlCalsketchmapandslip－direction ofthemelangeintheKobushiFormation of the

KobotokeGroupinthesouthernKantoMountains．SymboIsinstereonetsasinFig．5．Schmidt’s

netontheupperrightshowingattitudeofC－Surfaces（beddingsurfaces）．Rosediagramonthelower
rightshowingtheslip－directionafterthestrikeandtiltingcorrectionsofC－Surfaces．

Fig．7．Geologicalsketchmap（A：SimplifiedfromIMAlet al．（1982），B：COmPiled from OKUMURA

elal．（1985），OKUMURA＆TERAOKA（1988）and TERAOKA et al．（1990））and slip－directions of the

melangesin the Makimine and Mikado Formationsin eastern Kyushu．N．T．L：NobeokaTectonic

Line．SymboIsin stereo nets asin Fig．5．
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は南から北へ向かう衝上断層センスの努断であっ

たとしている．

槙峰・神門の両層中のメランジュについて，予

察的な調査で得られた中視的規模の非対称変形組

織によるスリップ方位の解析結果をFig．7　に示

した．データ数が少ないので特に補正は加えてい

ない．スリップ方位にばらつきはあるが，北西か

ら南東に向かう衝上センスを示すものが多い．し

たがって露頭での観察による限りではNEEDHAM

＆MACKENZIE（1987）およびMACKENZIEetal．

（1987）の結果と調和的である．

お　わ　り　に

本論では四万十帯のメランジュ中に見られる非

対称変形組織について，KANO efαZ．（1991）に

引き続いて多数の例を示し，その意義を述べた．

この組織の存在は，メランジュ形成に際して顕著

な非同軸変形が生じたことを示す．またこの組織

は，勢断センスの判定のための良い指標ともなる．

このうち露頭で容易に計測できる中視的規模の非

対称組織を用いた四万十帯数地における勇断セン

スの解析例を示した．類似した組織の研究が最近

10年間における延性努断帯の研究を大きく発展さ

せたように，メランジュ中の非対称変形組織も，

プレート運動論を含めた議論を進展させる際の有

力な道具となりうる．今後，各地でこのような組

織についてさらに注意深く解析を進めていく必要

があろう．
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Platel Block－in－matrix fabricsin melange（1）．

Arrows are parallelto the C－Surfaces and show the sense of shearin the planes of the

Photographs．S：S－Surface，Rl：RI Riedel shear

A：Photomicrograph（open nicol）showing thefeatureofstrataldisruptionbyRIRiedelshears

and C－Surfaces．（TheInuiGroup near Nagashima，Akaishi）（Section cut parallelto the

lineation and perpendicular to the scaly cleavage）

B：SEM－micrograph showlng the S－C structure．

（TheInuiGroup nearIshikiri，Akaishi）（section cutparallelto thelineation and perpendi－

cular to the scaly cleavage）

C：Asymmetricalsandstone clastin mudstonematrix．（TheInuiGroupatYokosawa，Akaishi）
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Plate2　Block－in一matrix fabricsin melange（2）．

Arrows are parallelto the C－Surfaces and show the sense of shearin the planes of the

photographs．S：S－Surface，Rl：RI Riedel shear．

A：Asymmetricalsandstone clastsin mudstone matrix．（TheInui Group at the Kurishiro

River，Akaishi）

B：Asymmetricalsantostone clasts and S－C structure，（TheInuiGroupnearSawama，Akaishi）

C：Manyasymmetricalclasts of sandstone．（The KobushiFormation nearFukashiro，Kanto）
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Plate3　Block－in－matrix fabricsin melange（3）．

Arrows are parallelto the C－Surfaces and show the sense of shearin the planes of the

photographs．S：S－Surface，Rl：RI Riedelshear．

A：Well developed S－C structure with many asymmetrical clasts of sandstone．（The Mugi

Unit at Nada，Shikoku）

B：Well developed S－C structure with many asymmetrical clasts of sandstone．（The Mikado

Formation near Aradani，Kyushu）

C：Well developed S－C structure with many asymmetrical clasts of sandstone and disrupted

quartz veins．（The Mikado Formation near Sawatari，Kyushu）



メランジュ中の非対称変形組織 81



82 狩野謙一・竹内真司・中路正弥

Plate4　Block－in－matrix fabricsin melange（4）．

Arrows are parallel to the C－Surfaces and show the sense of shearin the planes of the

photographs．S：S－Surface．

A：Well developed S－C structure with many asymmetrical clasts of sandstone and disrupted

quartz veins．（The Makimine Formationat Tsurumisaki，Kyushu）

B：Well developed S－C structure with many asymmetrical clasts of sandstone．（The Kodiak

Formationin the seaward belt at Monashka Bay，Kodiak）
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Plate5　Duplex structures on mesoscoplC SCales．

Arrows are parallel to the roof－and floor－thrusts and show the sense of shearin the

Planes of the photographs．

A：Duplex structurein theInui Group near Nagashima，Akaishi．

B：Duplex structurein theInui Group near Senzu，Akaishi．

C：Duplex structurein the Makimine Formation near Kijino，Kyushu．

D：Duplex structurein the Ghost Rocks Formation near Pasagshak Point，Kodiak．
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